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研究背景研究背景研究背景研究背景

 出力電力1 kWにおけるIHインバータの動作検証
 実際の加熱対象物を用いた誘導加熱実験およびIHインバータ出力電力の定式化
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高出力

IHインバータの動作波形
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従来方式のスイッチ従来方式のスイッチ従来方式のスイッチ従来方式のスイッチ:  20個個個個
トランストランストランストランス:  2個個個個

φSによりPHを制御可能 φIHによりIIH-rmsを制御可能

電力伝送量とIHインバータの出力電力を任意に決定可能

別途要求
されるヒータ

インバータ部

IH部

IHインバータ(フルブリッジ)

交流電流により磁界発生

磁界が加熱対象を貫く

渦電流が発生

ジュール熱が発生

磁界

渦電流

加熱対象

IHインバータ

提案方式のスイッチ提案方式のスイッチ提案方式のスイッチ提案方式のスイッチ:  8個個個個
トランストランストランストランス:  1個個個個

DABコンバータインタリーブPWMコンバータ

IHインバータインバータインバータインバータ

の主要素子をの主要素子をの主要素子をの主要素子を
共有すること共有すること共有すること共有すること
で一体化で一体化で一体化で一体化

電流分担による
電流ストレス低減

トランスを介した
電力伝送

IHの出力電力を
制御可能

 コンバータ3台＋ IHインバータ1台分の機能を実現

 最小限の部品でヒータ機能を実現

従来ヒータ
・PTC(Positive Temper-

ature Coefficient)ヒータ
・ヒートポンプ

低エネルギー効率
高コスト

VL = 12 [V]

VM = 48 [V]

VH = 400 [V]

fsw = 50 [kHz]

d = 0.5

φs = 0 [degree]

Items Values

CM Ceramic Capacitor, 150 μF

CL Ceramic Capacitor, 100 μF

CH Aluminum Electrolytic Capacitor, 180 μF

Cf Ceramic Capacitor, 200 μF

Cdc Ceramic Capacitor, 17.6 μF

QCL, QCH, QDL, QDH STP36N55M5, VDS = 600 V, Ron = 80 mΩ

LIH 173 μF, Rdc = 377 mΩ

CIH Film Capacitor348.5 nF

R 15Ω

Gate Driver ADuM3223ARZ

2つの操作量(d , φS)により各バッテリ間の
伝送電力を個別に制御

IHインバータインバータインバータインバータ（（（（フルブリッジフルブリッジフルブリッジフルブリッジ）））） 従来の従来の従来の従来のEV電源電源電源電源システムシステムシステムシステム

提案提案提案提案MPC MPC動作モード動作モード動作モード動作モード

IH動作モード動作モード動作モード動作モード シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション

実機検証実機検証実機検証実機検証

今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定
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実験目的実験目的実験目的実験目的
 統合したIHインバータ
の動作確認

 PS制御による出力
調節機能の確認

実験内容実験内容実験内容実験内容
 IHインバータの動作
波形の取得

 IIH - φIH特性の取得
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